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昨
年
は
、
何
と
言
っ
て

も
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー

が
英
国
起
源
で
あ
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
英
国
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
が
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
１
８

２
３
年
に
、
英
国
の
歴
史

あ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
校
」
の

生
徒
で
あ
っ
た
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス

少
年
が
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、

ボ
ー
ル
を
抱
え
て
走
っ
た

こ
と
が
ラ
グ
ビ
ー
誕
生
の

始
ま
り
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
有
名
で
す
。

　

正
確
に
は
、
そ
の
約
20

年
後
の
１
８
４
５
年
に
、

ラ
グ
ビ
ー
校
に
お
い
て
、

ラ
グ
ビ
ー
タ
イ
プ
の
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
が
成

文
化
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ

て
ラ
グ
ビ
ー
の
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ

グ
ビ
ー
校
で
誕
生
し
た
ラ

グ
ビ
ー
文
化
を
あ
る
意

味
、
明
確
な
意
志
を
持
っ

て
育
て
た
の
が
、
１
８
２

８
年
に
、
ラ
グ
ビ
ー
校
の

校
長
と
し
て
着
任
し
た
、

聖
公
会
の
司
祭
で
あ
り
、

神
学
博
士
で
も
あ
っ
た
、

ト
マ
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド
で

あ
り
ま
し
た
。
ア
ー
ノ
ル

ド
は
、
ラ
グ
ビ
ー
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
胆
に
改

革
し
、
学
生
の
知
力
の
み

な
ら
ず
、
全
人
的
な
人
格

教
育
を
徹
底
的
に
重
視
し

た
教
育
を
実
践
し
ま
し

た
。
ア
ー
ノ
ル
ド
が
そ
の

教
育
改
革
の
基
軸
と
し
て

着
目
し
た
の
が
、
キ
リ
ス

ト
教
教
育
と
共
に
「
ス
ポ

ー
ツ
」
で
あ
り
、
と
り
わ

け
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
で

あ
り
、「
ラ
グ
ビ
ー
」
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
、
共
に
困

難
に
立
ち
向
か
い
、
問
題

を
解
決
し
、
し
か
し
相
手

の
立
場
に
立
ち
、
敗
者
の

痛
み
や
悔
し
さ
に
も
心
か

ら
共
感
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
激
し
く
ぶ
つ

か
り
あ
っ
た
と
し
て
も
、

試
合
が
終
わ
っ
た
瞬
間
に

相
手
と
抱
き
合
う
。
い
わ

ゆ
る
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
の

精
神
で
す
。
ア
ー
ノ
ル
ド

は
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ

が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤

と
す
る
人
格
教
育
に
重
要

な
意
義
を
有
す
る
こ
と
を

訴
え
続
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て

も
、
確
か
に
、
ア
ー
ノ
ル

ド
の
思
い
は
正
し
か
っ
た

と
確
信
す
る
場
面
に
い
く

つ
も
出
会
い
ま
し
た
。
か

つ
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の

象
徴
と
い
わ
れ
た
南
ア
フ

リ
カ
・
ラ
グ
ビ
ー
の
１
２

７
年
の
歴
史
で
、
初
め
て

の
黒
人
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な

っ
た
、
シ
ヤ
・
コ
リ
シ
を

真
ん
中
に
、
黒
人
、
白
人

の
選
手
た
ち
が
入
り
乱
れ

て
肩
を
組
み
な
が
ら
歓
喜

す
る
姿
に
は
、
大
い
な
る

感
動
と
感
慨
を
覚
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
に
、
確

か
に
、
か
つ
て
ア
ー
ノ
ル

ド
が
夢
見
た
、
キ
リ
ス
ト

教
人
間
教
育
、
人
格
の
陶

冶
の
原
点
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
を
め
ぐ
る
内
外
の
状

況
は
大
変
、
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち

は
主
に
信
頼
し
な
が
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
、

多
様
性
を
尊
重
し
、
共
生

を
め
ざ
す
、
全
人
的
な
人

格
教
育
を
、
精
一
杯
に
、

今
年
も
て
い
ね
い
に
担
い

た
い
と
願
い
ま
す
。

〈
立
教
学
院
副
院
長
、
教

育
同
盟
理
事
長
〉

　

「
わ
が
子
よ
、
主
の
鍛
錬

を
軽
ん
じ
て
は
い
け
な
い
。

主
か
ら
懲
ら
し
め
ら
れ
て

も
、
力
を
落
と
し
て
は
い
け

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
主
は
愛

す
る
者
を
鍛
え
、
子
と
し
て

受
け
入
れ
る
者
を
皆
、
鞭
打

た
れ
る
か
ら
で
あ
る
」

（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
12

章
５
～
６
節
）

　

「
え
っ
、
う
そ
で
し
ょ
う

！
」。
あ
る
日
、
小
学
校
に

通
う
長
女
が
、
ク
ラ
ス
担
任

教
師
の
言
葉
に
驚
き
、
帰
宅

す
る
な
り
話
し
は
じ
め
ま
し

た
。
当
時
、
私
は
日
本
人
教

会
の
牧
師
と
し
て
、
家
族
と

一
緒
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

住
み
、
子
ど
も
た
ち
は
現
地

の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。

　

小
学
校
４
年
だ
っ
た
娘
の

ク
ラ
ス
担
任
が
、
そ
の
日
生

徒
の
体
の
鍛
錬
と
し
て
芝
生

の
運
動
場
を
走
ら
せ
た
そ
う

で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
懸
命

に
走
る
者
、｢

走
る
の
は
嫌

だ｣

と
ノ
ロ
ノ
ロ
と
走
る
者

た
ち
に
分
か
れ
ま
し
た
。
教

師
は
、
一
生
懸
命
に
走
り
終

え
て
疲
れ
て
い
る
生
徒
た
ち

に
向
か
っ
て
一
言
。｢

君
た

ち
は
、
も
う
１
周
走
り
な
さ

い
」。や
る
気
の
な
い
ノ
ロ
ノ

ロ
組
の
生
徒
た
ち
に
で
は
な

く
、
真
剣
に
走
っ
た
生
徒
た

ち
に
対
し
て
言
わ
れ
た
先
生

の
対
応
に
驚
い
た
の
で
す
。

　

担
任
が
、
生
徒
に
１
周
多

く
走
ら
せ
た
の
は
、
そ
の
日

の
走
ら
せ
る
目
的
が
生
徒
の

体
の
鍛
錬
の
た
め
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
懸
命

に
走
っ
た
生
徒
た
ち
に
は
、

担
任
か
ら
体
の
鍛
錬
の
た
め

に
、
も
う
１
回
チ
ャ
ン
ス
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
反
対
に
不

平
不
満
を
言
い
つ
つ
ノ
ロ
ノ

ロ
走
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
せ

っ
か
く
の
鍛
錬
の
機
会
を
自

分
で
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
の
学
校
で
は
、
も
う

１
周
多
く
走
ら
せ
る
の
は
、

文
句
を
言
い
つ
つ
ダ
ラ
ダ
ラ

と
走
っ
た
生
徒
た
ち
へ
の
罰

と
し
て
行
う
の
が
一
般
的
で

し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
日
米
の

文
化
の
違
い
が
表
れ
て
い
る

か
と
も
思
い
ま
す
が
、
担
任

の
指
導
に
は
聖
書
の
考
え
方

に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

神
は
、
時
に
私
た
ち
に
様

々
な
試
練
や
困
難
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
思

い
が
け
な
い
問
題
が
起
き
た

り
、
病
い
や
災
害
に
遭
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

神
が
私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
行

い
が
良
く
な
い
か
ら
罰
と
し

て
私
た
ち
に
試
練
を
与
え
る

の
で
は
な
く
、
神
が
愛
す
る

者
を
鍛
錬
し
、
人
格
・
人
間

性
を
育
て
る
た
め
の
も
の
で

す
。
試
練
の
波
が
押
し
寄
せ

て
も
、
や
が
て
引
く
時
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
を
通
れ
ば
、

自
分
は
人
間
と
し
て
成
長
す

る
と
信
じ
、
忍
耐
し
て
、
投

げ
出
さ
な
い
で
歩
み
た
い
も

の
で
す
。

〈
折
尾
愛
真
中
学
校
・
高
等

学
校
宗
教
主
事
〉

聖書のことば

廣川和行

取
組
み
等
に
つ
い
て
）
と
全

体
発
表
が
終
始
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

①
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
と
看

護
の
理
念
の
共
通
性
を
再
認

識
で
き
た
。
②
建
学
の
精
神

を
促
進
す
る
一
要
因
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
や
セ
レ
モ
ニ
ー
開

催
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
等
が

あ
る
。
③
授
業
や
実
習
等
で

の
看
護
の
体
験
や
事
例
に
つ

い
て
宗
教
主
事
と
一
緒
に
解

釈
し
て
み
る
こ
と
も
大
事
、

④
キ
リ
ス
ト
教
看
護
教
育
推

西 原 廉 太

ラグビーとキリスト教教育

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
連

合
会
と
教
育
同
盟
が
共
同
し

て
組
織
し
運
営
す
る
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
懇
談
会
主

催
の
第
17
回
講
演
会
が
、
２

０
１
９
年
11
月
23
日
（
土
）

13
時
か
ら
16
時
45
分
ま
で
、

大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
女
学

院
ヘ
ー
ル
チ
ャ
ペ
ル
で
開
催

さ
れ
、
88
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
持
続

可
能
な
世
界
を
め
ざ
し
て
―

い
ま
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

で
き
る
こ
と
―
」
で
、
ま

ず
、
木
村
護
郞
ク
リ
ス
ト
フ

氏
（
上
智
大
学
教
授
）
が

「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
一
環

と
し
て
の
環
境
教
育
」、
福

嶋
揚
氏
（
立
教
大
学
、
東
京

神
学
大
学
、
日
本
聖
書
神
学

校
講
師
）
が
「
エ
コ
ロ
ジ
ー

と
キ
リ
ス
ト
教
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。休
憩
の
後
、

事
例
報
告
と
し
て
、
Ⅰ
「
21

万
坪
の
自
然
を
生
か
し
た
環

境
教
育
の
試
み
」
を
蒔
苗

（
ま
か
な
い
）
博
道
氏
（
不

二
聖
心
女
子
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
）、
Ⅱ
「
高
校

生
た
ち
に
よ
る
途
上
国
支
援

―
ス
ク
ー
ル
・
バ
イ
・
ス
ク

ー
ル
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
」
を
首
藤
崇

志
氏
（
桃
山
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
教
諭
）が
行
っ
た
。 　

温
暖
化
に
象
徴
さ
れ
る
環

境
問
題
に
つ
き
、
国
内
外
の

取
り
組
み
事
例
を
知
り
、
新

し
い
教
育
の
方
向
性
を
共
有

で
き
た
。

と
は
―
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を

ど
う
取
り
入
れ
る
か
」
と
し

て
、
発
題
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
梅
花
女
子
大
学
の
長

澤
修
一
学
長
（
宗
教
部
長
）

に
よ
る
「
澤
山
保
羅
と
愛
な

る
女
学
校
」
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
概
要
は
、
①
明

治
初
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
と
女
子
教
育
、
②
梅
花
女

学
校
の
誕
生
（
１
８
７
８

年
）
と
創
設
者
で
あ
る
澤
山

保
羅
先
生
の
業
績
、
③
ス
ク

ー
ル
モ
ッ
ト
ー
「
人
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は

何
で
も
、
あ
な
た
が
た
も
人

に
し
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
７
章
12
節
）
に

つ
い
て
で
し
た
。
集
合
写
真

撮
影
後
、
澤
山
記
念
ホ
ー
ル

へ
移
動
し
、
梅
花
女
子
大
学

が
誇
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
に
よ
る
歓
迎
の
演
技

（「
絆
」
と
「
元
気
！
勇
気

！
笑
顔
！
を
忘
れ
ず
に
歩
み

続
け
よ
う
」）
を
ご
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
副

題
「
看
護
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
ど

う
取
り
入
れ
る
か
」
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
（
各
同
盟
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
や

　

19
年
11
月
30
日
（
土
）、

大
阪
府
茨
木
市
の
梅
花
女
子

大
学
の
礼
拝
堂
及
び
看
護
保

健
学
部
看
護
学
科
を
会
場

に
、
第
５
回
キ
リ
ス
ト
教
看

護
教
育
推
進
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
開

催
担
当
校
は
、
同
志
社
女
子

大
学
看
護
学
部
、
聖
路
加
国

際
大
学
看
護
学
部
、
福
岡
女

学
院
看
護
大
学
看
護
学
部
、

弘
前
学
院
大
学
看
護
学
部
で

あ
り
、
そ
れ
ら
を
継
承
し
た

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
校
に
は
15
校
の
看
護
教

育
関
係
校
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
大
阪
北
部
に
広
が
る

小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
紅
葉

の
木
々
に
包
ま
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
９
校
か
ら

の
教
員
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
事

務
局
長
（
15
名
）
及

び
、
梅
花
学
園
・
梅

花
女
子
大
学
の
教
職

員
（
34
名
）
総
勢
49

名
が
集
い
ま
し
た
。

　

開
会
礼
拝
後
、
今

回
の
開
催
テ
ー
マ

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
お
け
る
看
護
教
育

進
会
議
の
継
続
が
大
切
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
を
通
し
て
各
同
盟
校
に
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

�

大
井
美
紀

〈
梅
花
女
子
大
学
看
護
保
健

学
部
教
授
〉

東
京
神
学
大
学

　

19
年
11
月
25
日
付
け
で
芳

賀
力
氏
が
学
長
に
就
任
。

宮
城
学
院

　

19
年
11
月
27
日
付
け
で
宮

城
光
信
氏
が
理
事
長
を
退

任
、
28
日
付
け
で
海
野
道
郎

氏
が
後
任
に
就
任
。

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

ス
マ
ホ
に
も
対
応
。
詳
細
は
19
年
10
月
号
８

面
主
張
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
左
は
通
常
時
の

ト
ッ
プ
画
面
で
す
。

キリスト教学校教育懇談会第17回講演会
大阪女学院で開催される

第５回キリスト教
看護教育推進会議

梅花女子大学で開催

加
盟
校
動
静

＜行事予定＞

１／１７～１８
　�第62回小学校代表者研修会�
� （北陸学院小学校）

６／５～６
　�第１0８回定時総会�
�（桜美林大学新宿キャンパス）



（７30号）（月刊） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （2）（第三種郵便物認可）2020年１月１５日（水）
１
３
０
年
の
歴
史
と
総
合
学

園
の
つ
な
が
り

　

１
８
８
８
年
、
前
橋
英
和

女
学
校
（
翌
年
、
上
毛
共
愛

女
学
校
と
改
称
）
と
し
て
、

３
人
の
女
性
教
師
と
地
域
の

人
々
の
想
い
、
新
島
襄
ら
の

助
力
に
よ
っ
て
産
声
を
上
げ

た
共
愛
学
園
は
、
昨
年
１
３

０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

「
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た

を
愛
し
た
よ

う
に
、
互
い

に
愛
し
合
い

な
さ
い
」

（
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書

15
章
12
節
）。

こ
の
聖
書
の
教
え
を
学
園
名

に
掲
げ
た
本
学
園
は
、
空
襲

で
校
舎
を
焼
失
す
る
苦
難
も

乗
り
越
え
、
子
ど
も
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
、
大
学
、
そ
し
て
学
童
ク

ラ
ブ
を
有
す
る
総
合
学
園
へ

と
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

全
て
の
園
・
学
校
が
「
共
に

愛
し
、
共
に
生
き
る
」
こ
と

を
理
念
に
掲
げ
、
キ
リ
ス
ト

教
を
柱
と
す
る
保
育
・
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
英
語
の
共
愛
」

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
ど
の

学
校
で
も
英
語
教
育
・
国
際

交
流
に
注
力
す
る
の
み
な
ら

ず
、
小
中
高
校
で
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
を
用
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
実
践
が
進
み
、
Ａ
Ｉ
教
材

の
導
入
な
ど
先
進
の
取
組
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
園
全

体
は
、
小
―
中
、
中
―
高
、

高
―
大
接
続
の
取
組
を
軸

に
、
連
携
が
よ
り
強
固
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共
愛

学
園
は
、
１
３
０
年
の
歴
史

と
総
合
学
園
の
強
み
に
先
進

の
教
育
を
加
え
、
園
児
、
児

童
、
生
徒
、
学
生
の
未
来
を

育
ん
で
い
ま
す
。

地
学
・
教
職
・
学
職
一
体
の

大
学
改
革
～
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
の
取
組
～

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

は
国
際
社
会
学
部
の
み
の
単

科
大
学
で
入
学
定
員
は
２
５

５
名
と
小
規
模
な
大
学
で

す
。
１
９
９
９
年
の
開
学
直

後
に
定
員
割
れ
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
過
去
最
高

の
受
験
者
数
を
得
て
、
入
試

難
易
度
も
上
昇
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
約
85
％
が
群
馬

県
出
身
で
あ
り
、
就
職
す
る

学
生
の
約
70
～
80
％
が
県
内

に
就
職
す
る
地
方
創
生
拠
点

大
学
を
自
負
し
て
お
り
、
全

国
の
学
長
が
教
育
で
評
価
す

る
大
学
で
３
年
連
続
５
位
に

な
る
等
（『
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
』）、
社
会
か
ら
の
評
価
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
政
府
の
Ｇ
Ｇ
Ｊ
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
、
Ａ
Ｐ

に
同
時
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

基
盤
にKYOAI GLOCAL 

PROJECT

と
総
称
す
る
教

育
改
革
を
展
開
し
て
い
ま

す
。第
１
にActive Learn

ing

を
中
心
と
す
る
教
育
の

質
転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。

第
２
に
地
学
一
体
のGlocal

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多

数
展
開
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
地
元
企
業
の
海
外
法
人

で
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

こ
な
す
研
修
や
、
半
年
間
通

学
す
る
代
わ
り
に
自
治
体
や

地
元
企
業
等
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
す
る
な
ど
の
制
度
は
、
地

域
の
主
体
的
な
参
画
に
よ
っ

て
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

３
に
成
果
指
標
「
共
愛
12
の

力
」
に
基
づ
き
、
成
果
を
可

視
化
し
て
キ
ャ
リ
ア
へ
と
接

続
す
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
生

はKYOAI Career Gate

と

呼
ば
れ
るPortfolio, Rub

　

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

20
章
19
節
か
ら
の
記
事

は
、
ヨ
ハ
ネ
版
ペ
ン
テ
コ

ス
テ
の
物
語
だ
と
自
分
は

理
解
し
て
い
ま
す
。
復
活

の
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
の

も
と
に
現
れ
、「
聖
霊
を

受
け
よ
」
と
い
う
言
葉
と

共
に
、
弟
子
た
ち
に

「
息
」
を
吹
き
か
け
ら

れ
、
彼
ら
を
、
イ
エ
ス
の

御
業
の
担
い
手
と
し
て
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。「
だ
れ

の
罪
で
も
、
あ
な
た
が
た

が
赦
せ
ば
、
そ
の
罪
は
赦

さ
れ
る
。
あ
な
た
が
た
が

赦
さ
な
け
れ
ば
、
赦
さ
れ

な
い
ま
ま
残
る
。」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　

罪
の
中
に
あ
る
人
々
、

そ
れ
は
弱
く
、
小
さ
く
さ

れ
た
人
々
、
言
い
換
え
れ

ば
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ

た
命
の
賜
物
、
人
間
性
を

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
の
初
期
、
キ
リ
ス

ト
者
や
自
由
民
権
運
動
家

た
ち
が
寄
り
添
お
う
と
し

に
も
、
彼
ら
の
人
間
性
を

ゆ
が
め
る
大
き
な
重
荷
が

存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
人

々
の
罪
を
赦
す
、
つ
ま

り
、
彼
ら
の
重
荷
を
共
に

負
い
、
寄
り
添
い
、
そ
の

重
荷
か
ら
の
解
放
の
た
め

に
、
私
た
ち
が
働
か
な
け

れ
ば
、
彼
ら
は
罪
の
中
に

取
り
残
さ
れ
る
、
と
い
う

意
味
に
、
ヨ
ハ
ネ
の
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
の
物
語
を
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
、
私
た
ち
が

彼
ら
と
共
に
生
き
る
な
ら

ば
、
彼
ら
は
力
を
得
、
解

き
放
た
れ
、
与
え
ら
れ
た

命
の
賜
物
を
喜
ぶ
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
生

き
る
力
と
希
望
と
を
与
え

ら
れ
る
、
つ
ま
り
、
罪
か

ら
解
き
放
た
れ
る
の
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
。
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
の
物
語
は
、
教
会
に
託

さ
れ
た
イ
エ
ス
か
ら
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
物
語
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

教
会
と
キ
リ
ス
ト
者
が
イ

エ
ス
か
ら
委
ね
ら
れ
た
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
す
な
わ

ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。

〈
共
愛
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
宗
教
主
任
〉

奪
わ
れ
た
り
、
傷
つ
け
ら

れ
た
り
、
人
間
性
が
認
め

ら
れ
ず
に
生
き
る
こ
と
を

強
い
ら
れ
た
人
々
の
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
彼

ら
の
命
も
、
罪
の
中
に
閉

た
貧
し
い
農
民
や
、
教
育

の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
女
性
た
ち
も
そ

う
で
す
が
、
現
代
社
会
に

お
い
て
、
特
に
子
ど
も
た

ち
が
置
か
れ
た
状
況
の
中 荒

あら

 谷
たに

   出
いずる

第
61
回
学
校
代
表
者
協
議
会
（�

）

19
年
11
月
８
・
９
日

於
・
共
愛
学
園

講 演

共
愛
学
園
の
挑
戦

―
130
年
の
歴
史
と
先
進
性
の
共
存
―

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
学
長 

大
森
昭
生

キリストに遣わされて
ヨハネによる福音書20章19〜23節

開会礼拝説教

ric, Showcase

を
実
装
し
た

仕
組
を
通
し
て
自
ら
の
学
び

の
成
果
を
可
視
化
し
て
い
く

の
で
す
。
高
度
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ムKYOAI Glocal Hono

rs

や
新
５
号
館
建
設
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
背
景
に

教
職
一
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
全
教
職
員
で
大

学
の
方
向
性
を
議
論
す
る
ス

タ
ッ
フ
会
議
、
教
員
・
職
員

が
同
じ
立
場
で
参
画
す
る
大

学
運
営
の
各
セ
ン
タ
ー
。
個

々
の
教
職
員
が
学
生
の
幸
せ

と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
主

体
的
に
大
学
運
営
に
参
画
す

る
の
で
す
。
学
生
た
ち
も
大

学
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

作
り
手
に
な
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

地
方
・
小
規
模
は
デ
メ
リ

ッ
ト
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
覚
悟
を
決

め
る
と
そ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
へ

と
転
じ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

出
席
者
は
14
校
14
名
。
前

半
は
全
員
か
ら
各
学
校
の
紹

介
や
課
題
等
を
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
生
徒
数
の
ほ
か
、

学
内
行
政
や
キ
リ
ス
ト
者
教

職
員
確
保
の
困
難
さ
な
ど
、

率
直
な
情
報
提
供
で
、
参
加

者
に
よ
っ
て
は
初
め
て
存
在

を
認
識
し
た
学
校
も
あ
り
、

同
盟
参
加
校
同
士
の
交
流
が

出
来
た
。
後
半
は
二
つ
の
主

題
で
意
見
交
換
し
た
。
第
一

は
各
学
校
の
建
学
の
精
神
を

い
か
に
教
職
員
と
学
生
生
徒

に
浸
透
さ
せ
る
か
、
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
が
紹
介

さ
れ
、
学
校
礼
拝
、
教
職
員

間
の
朝
礼
な
ど
に
つ
い
て
も

話
題
に
な
っ
た
。
教
職
員
の

キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
比
率
に

は
学
校
に
よ
る
差
が
大
き

く
、
ほ
ぼ
全
教
員
が
キ
リ
ス

ト
者
、
他
の
学
校
は
３
割
、

１
割
未
満
な
ど
で
、
多
く
の

学
校
は
キ
リ
ス
ト
者
の
雇
用

に
困
難
を
感
じ
て
お
り
、
公

募
の
条
件
を
キ
リ
ス
ト
者
限

定
と
す
る
と
当
局
か
ら
ク
レ

ー
ム
が
つ
い
た
と
の
話
も
出

た
。
職
員
の
人
事
考
課
に
礼

拝
出
席
を
義
務
づ
け
て
い

る
、
礼
拝
説
教
担
当
に
ノ
ン

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
充
て
る
場

合
に
、
か
え
っ
て
生
徒
の
心

を
打
つ
証
し
が
聞
け
た
り
、

最
後
の
祈
り
は
黙
祷
に
代
え

た
り
、
な
ど
の
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ

た
。

　

第
二
は
、
学
校
の
経
営
と

理
事
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問

題
を
話
し
合
っ
た
。
大
学
を

有
す
る
法
人
で
は
か
つ
て
ほ

ど
理
事
会
と
大
学
教
授
会
の

対
立
が
経
営
の
支
障
と
な
る

事
例
は
減
り
つ
つ
あ
り
、
学

長
が
理
事
長
あ
る
い
は
理
事

と
し
て
、
教
学
改
革
を
進
め

る
傾
向
に
あ
る
と
の
認
識
が

多
数
を
占
め
た
。
時
に
学
長

が
理
事
会
で
孤
立
す
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は

副
学
長
を
理
事
と
し
て
大
学

の
発
言
権
を
強
め
る
例
も
報

告
さ
れ
た
。
政
府
と
文
部
科

学
省
の
意
向
で
理
事
会
と
学

長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
が
要

請
さ
れ
て
い
る
中
、
学
長
の

選
考
方
法
は
ま
だ
様
々
で
、

教
授
会
構
成
員
の
選
挙
を
行

っ
て
い
る
学
校
も
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
最
終
選
考

権
は
理
事
会
に
委
ね
ら
れ
、

趨
勢
は
理
事
会
の
主
導
権
が

強
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
は

あ
っ
た
。

　

発
言
は
そ
の
ほ
か
多
岐
に

わ
た
り
、
こ
だ
わ
り
な
く
各

学
校
の
現
状
が
吐
露
さ
れ
、

参
考
と
な
り
、
互
い
に
得
る

こ
と
の
少
な
く
な
い
協
議
で

あ
っ
た
。 

松
本
宣
郎

�

〈
東
北
学
院
理
事
長
〉

　

13
名
の
参
加
を
得
て
、
今

回
の
主
題
で
あ
る
「
学
校
運

営
の
支
援
・
連
帯
」
を
中
心

に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
と
り
わ
け
本
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
中
小
規
模
校
の
多

く
が
少
子
化
現
象
の
進
む
中

で
直
面
す
る
経
営
難
に
つ
い

て
深
刻
な
実
情
が
報
告
さ

れ
、
単
な
る
提
携
を
超
え
て

経
営
譲
渡
、
合
併
等
を
考
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
近
づ

い
て
い
る
の
で
、
先
行
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た

い
と
の
切
実
な
要
望
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
統
合

や
系
列
化
を
経
験
し
た
い
く

つ
か
の
学
校
か
ら
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
理
事
や
教
員
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
比
率
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

こ
と
、
部
外
者
か
ら
「
経
営

的
に
は
あ
ま
り
建
学
の
精
神

を
強
調
し
な
い
方
が
良
い
の

で
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
理
事
会
、
評

議
員
会
等
経
営
に
か
か
わ
る

会
議
の
開
催
頻
度
、
決
定
権

限
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
っ

た
。

　

他
方
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価

値
観
や
地
球
環
境
教
育
を
特

色
と
し
て
積
極
的
に
前
面
に

打
ち
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス

や
、
創
立
以
来
の
長
年
の
男

女
別
学
制
を
変
更
し
て
共
学

校
化
を
予
定
し
て
い
る
ケ
ー

ス
な
ど
、
時
代
の
変
化
を
と

　

「
朝
鮮
の
子
た
ち
か
ら

の
手
紙
は
大
い
な
る
喜
び

で
あ
る
。
18
日
付
の
手
紙

も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
松

田
さ
ん
の
消
息
が
わ
か
っ

た
と
い
う
の
は
私
に
と
っ

て
は
日
本
海
に
落
と
し
た

真
珠
を
見
い
だ
し
た
ほ
ど

の
喜
び
で
あ
る
。
松
田
さ

ん
に
そ
の
よ
う
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
朝
鮮
か
ら
の

初
穂
で
あ
る
。
こ
の
子
が

一
生
を
有
意
義
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
い

る
。
消
息
が
な
く
て
実
に

心
配
し
た
の
で
あ
る
」。

　

こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
末

期
に
、
当
時
の
共
愛
女
学

校
・
周
再
賜
校
長
が
、
朝

鮮
に
帰
国
し
た
卒
業
生
・

呂
聖
淑
さ
ん
に
送
っ
た
手

紙
の
一
節
で
す
。
日
本
名

を
松
田
と
名
乗
る
朝
鮮
人

留
学
生
の
消
息
が
わ
か
っ

た
こ
と
を
、「
日
本
海
に

落
と
し
た
真
珠
を
見
い
だ

心
配
り
を
し
て
も
ら
っ
た

留
学
生
の
一
人
で
し
た
。

　

朝
鮮
人
も
台
湾
人
も
天

皇
の
赤
子
と
言
い
な
が

ら
、
実
際
に
は
ひ
ど
い
差

思
い
出
に
は
、
朝
鮮
人
留

学
生
か
ら
言
葉
や
習
慣
の

違
い
を
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
や
、
休
暇
で
里
帰
り

し
た
際
に
は
留
学
生
の
た

め
に
食
べ
物
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
帰
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
、
交
流
の
様
子
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
で
差
別
さ
れ
、
軽

ん
じ
ら
れ
て
い
る
一
人
を

大
切
に
す
る
。
こ
れ
は
本

学
創
立
時
か
ら
の
伝
統
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
本
学
は

女
学
校
と
し
て
始
ま
っ
た

の
で
す
。
こ
の
伝
統
を
目

に
見
え
る
形
に
し
た
の

が
、
大
学
正
面
玄
関
の
壁

に
は
め
込
ま
れ
た
「
良
い

羊
飼
い
」
の
レ
リ
ー
フ
で

す
。
１
匹
の
小
さ
い
羊
を

抱
く
羊
飼
い
と
、
そ
の
周

り
で
安
心
し
て
草
を
食
む

羊
た
ち
…
。
土
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
信
楽
焼

の
レ
リ
ー
フ
は
私
た
ち

に
、
こ
こ
に
集
う
学
生
一

人
ひ
と
り
、
ま
た
、
教
職

員
一
人
ひ
と
り
が
神
さ
ま

か
ら
愛
さ
れ
、
抱
き
と
め

ら
れ
て
い
る
大
切
な
存
在

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
も
、「
互
い

に
愛
し
合
い
、
共
に
生
き

る
こ
と
」
は
、「
弱
い
立

場
に
置
か
れ
た
小
さ
な
一

人
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

な
し
に
は
あ
り
え
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

〈
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大

学
宗
教
主
任
〉

し
た
ほ
ど
の
喜
び
」
と
表

現
す
る
周
校
長
の
愛
情
の

深
さ
が
読
み
と
れ
ま
す
。

こ
の
手
紙
を
同
窓
会
記
念

誌
で
紹
介
し
た
呂
さ
ん

も
、
周
校
長
か
ら
温
か
い

別
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た

時
代
に
、
か
の
地
か
ら
の

留
学
生
に
愛
情
を
注
い
だ

周
校
長
の
姿
勢
は
、
日
本

人
学
生
に
も
影
響
を
与
え

た
よ
う
で
す
。
卒
業
生
の

大 嶋 果 織

良い羊飼い
エゼキエル34・14〜16、ヨハネ10・14

２日目朝の礼拝説教

第１グループ

　理事長等Ａ

（学生生徒数1500人以上）

�

（
３
面
に
つ
づ
く
）

第２グループ

　理事長等Ｂ

（学生生徒数1500人未満）

グループ討議
報　告
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校
長
・
教
頭
等
の
分
科
会

Ｂ
は
８
校
８
名
で
話
し
合
わ

れ
た
。
特
に
３
点
に
つ
い

て
、
第
１
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

教
師
確
保
の
難
し
さ
に
つ
い

て
、
第
２
は
10
月
22
日
天
皇

即
位
の
儀
に
つ
い
て
の
各
校

の
対
応
、
第
３
は
道
徳
教
育

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を

し
、
話
し
合
い
の
場
を
も
っ

た
。

　

第
１
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教

師
の
確
保
の
難
し
さ
に
つ
い

て
だ
が
、
ど

こ
の
学
校
も

苦
労
し
て
い

る
。
そ
の
な

か
で
教
員
の

80
％
が
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と

い
う
首
都
圏

の
学
校
の
場

合
、
九
州
か

ら
北
海
道
ま

で
エ
リ
ア
を

拡
げ
て
募
集

に
必
死
に
努

め
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
話
し

　

第
35
回
関
東
地
区
中
高
研

究
集
会
が
19
年
11
月
16
日

（
土
）
関
東
学
院
大
学
関
内

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は

14
学
校
法
人
か
ら
委
員
を
含

め
、
26
名
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
新
設
さ
れ
る
『
公
共
』

及
び
道
徳
の
教
科
化
に
つ
い

て
」
で
あ
っ
た
。

　

東
洋
英
和
女
学
院
の
学
院

宗
教
部
長
高
橋
貞
二
郎
先
生

に
よ
る
開
会
礼
拝
に
続
い

て
、
玉
川
聖
学
院
中
高
前
部

長
の
水
口
洋
先
生
か
ら
、

「
戦
後
社
会
科
の
変
遷
と
公

共
・
道
徳
教
育
を
考
え
る
」

と
題
す
る
発
題
を
い
た
だ
い

た
。
戦
後
、
修
身
の
廃
止
と

入
れ
替
わ
っ
て
登
場
し
た
社

会
科
の
目
的
、
そ
の
70
年
の

歴
史
的
経
緯
の
中
で
の
変
遷

と
「
道
徳
」
が
ど
の
よ
う
に

教
育
課
程
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
か
、
さ
ら
に
今

回
の
公
民
科
必
修
科
目
と
し

て
登
場
す
る
「
公
共
」
と

「
特
別
の
教
科
、
道
徳
」
に

つ
い
て
の
凝
縮
さ
れ
た
発
題

に
は
、
咀
嚼
す
る
の
に
１
時

間
で
は
到
底
時
間
が
足
り
な

い
思
い
が
し
た
。
続
い
て
、

横
浜
共
立
学
園
の
社
会
科
船

津
創
先
生
か
ら
、「
現
場
か

ら
考
え
る
新
科
目
『
公
共
』」

と
題
し
て
、「
公
共
」
を
授

業
す
る
た
め
の
備
え
に
つ
い

て
数
々
の
提
言
が
な
さ
れ

た
。
具
体
的
に
は
、「
建
学

の
精
神
」
に
則
っ
た
教
育
目

標
の
学
校
全
体
で
の
確
認

と
、「
公
共
」
担
当
教
師
を

守
る
枠
組
み
作
り
、「
公

共
」
の
道
徳
的
内
容
の
「
主

体
的
・
対
話
的
な
学
び
」
と

「
聖
書
科
」
の
内
容
と

の
連
携
に
つ
い
て
等
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
強

み
を
見
直
す
機
会
と
し

て
の
意
欲
的
な
提
言
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
３
分

団
に
分
か
れ
て
発
題
を

受
け
て
の
協
議
と
、
各

校
で
の
取
り
組
み
状
況

な
ど
の
意
見
交
換
が
行

　

小
規
模
、
大
規
模
、
共
学

と
別
学
の
大
学
学
長
９
名
が

参
加
し
、
事
前
に
配
布
し
た

グ
ル
ー
プ
討
議
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
「
小
規
模
で
も
大
規
模

大
学
と
同
じ
補
助
金
申
請
条

件
が
要
請
さ
れ
小
規
模
校
に

は
申
請
書
類
作
成
に
も
初
め

か
ら
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
」
と

の
意
見
を
ま
ず
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
開
催
校

の
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

（
専
任
教
員
30
数
名
、
職
員

20
数
名
）
の
大
森
昭
生
学
長

を
交
え
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
支
援
、
地
（
知
）
の
拠
点

整
備
事
業
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
な
ど

の
補
助
金
を
獲
得
し
て
い
る

背
景
を
聞
き
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
教
職
員
の
意

識
の
問
題
、
補
助
金
獲
得
を

目
的
と
す
る
よ
り
も
何
を
目

指
す
大
学
か
が
大
切
、
補
助

金
獲
得
の
後
に
は
報
告
書
な

ど
で
追
わ
れ
る
弊
害
、
な
ど

の
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

教
員
評
価
の
討
議
で
は
教

育
者
で
あ
り
研
究
者
で
あ
る

大
学
教
員
の
評
価
と
そ
の
可

視
化
を
議
論
し
、
大
学
と
地

域
の
連
携
を
め
ぐ
る
議
論
に

展
開
し
ま
し
た
。
社
会
の
変

化
に
応
じ
て
地
域
に
根
差
す

教
育
内
容
に
す
る
こ
と
、
各

大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
社
会
に
明
示
す
る
重
要

性
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
大
学
組

織
を
目
指
し
、
他
大
学
や
地

域
の
組
織
と
の
連
携
を
強
め

る
べ
き
な
ど
の
意
見
が
で
ま

し
た
。
大
学
が
地
域
密
着
型

を
目
指
し
て
も
立
地
環
境
と

入
学
者
の
出
身
地
域
と
の
関

連
性
は
薄
く
、
む
し
ろ
資
格

取
得
や
出
口
保
証
が
入
学
に

は
強
い
要
素
に
な
る
と
の
意

見
も
で
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
コ
ー
ド
と
寄
付

行
為
に
つ
い
て
は
、
財
務
的

な
破
綻
を
射
程
に
私
学
事
業

団
の
経
営
指
標
や
修
学
支
援

新
制
度
の
三
要
件
が
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
関
連
し
、
経

営
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も

キ
リ
ス
ト
教
学
校
間
の
連
携

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

ら
え
て
積
極
的
展
開
を
図
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も

報
告
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
ほ
か
、
各
校
の
直

面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

広
く
発
言
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
現
在
国
が
進
め
て
い
る

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て

多
く
の
発
言
が
あ
り
、
各
地

の
労
基
署
の
動
き
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

は
、
一
般
産
業
に
お
け
る
労

働
時
間
規
制
の
ル
ー
ル
を
、

働
き
方
が
大
き
く
異
な
る
学

校
に
機
械
的
に
持
ち
込
も
う

と
す
る
政
府
の
政
策
に
対
す

る
強
い
批
判
が
続
出
し
、
こ

れ
を
強
行
す
れ
ば
学
校
経
営

が
成
り
立
た
な
く
な
る
の

で
、
日
本
医
師
会
が
医
療
機

関
に
つ
い
て
の
例
外
措
置
を

政
府
に
求
め
て
い
る
の
に
倣

っ
て
、
同
様
の
申
し
入
れ
を

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も

述
べ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
求
め
る
声
が
多
か

っ
た
。�

寺
嶋　

潔

�

〈
女
子
学
院
理
事
長
〉

　

第
２
グ
ル
ー
プ
は
、
９
学

校
の
院
長
・
学
園
長
に
よ
る

構
成
メ
ン
バ
ー
で
有
益
な
話

し
合
い
と
交
わ
り
の
時
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
に

自
己
紹
介
し
た
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
が
抱
え
て
い
る
課

題
、
問
題
点
を
話
し
て
頂
い

た
上
で
、
以
下
３
点
に
絞
っ

て
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
小
中
高
大
に
お
け
る
連
携

一
貫
教
育
を
い
か
に
展
開
す

る
か
、
し
か
も
特
徴
を
生
か

し
つ
つ
経
営
面
を
い
か
に
維

持
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
、
②
キ
リ
ス
ト

教
に
基
づ
く
教
育
を
い
か
に

具
現
化
、
可
視
化
し
て
い
っ

た
ら
良
い
の
か
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
、
③
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
コ
ー
ド
に
関
わ
る
人
事

の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
約
30
分
ず
つ
に
分
け
て
討

議
の
時
を
持
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
容
易
に
結
論
が
出
せ
る

よ
う
な
問
題
で
は
な
か
っ
た

が
、
共
通
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
諸
氏
の
意
見
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
示
唆
や
ヒ
ン
ト

を
得
た
点
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
で
話
し
合
っ
た
主
な
内
容

の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　

①
の
問
題
は
、
総
合
学
園

が
抱
え
て
い
る
根
本
的
問
題

の
一
つ
で
、
建
学
の
精
神
及

び
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
維
持

し
な
が
ら
、
経
営
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
は
至
極
難
し
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
と
し
て
は
避
け
て

通
れ
な
い
問
題
な
の
で
、
今

後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
進

め
て
い
く
必
要
性
を
痛
感
し

た
。
中
で
も
、
共
愛
学
園
の

連
携
教
育
の
実
践
報
告
は
大

変
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

②
の
問
題
で
は
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
自
ら
の
学
校
に
適
応
可

能
な
も
の
も
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
肝
要
な
こ
と

は
、
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教

職
員
と
い
か
に
協
働
戦
線
を

張
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ

の
た
め
に
は
狭
隘
な
教
会
主

義
や
教
派
主
義
に
堕
す
る
こ

と
な
く
、
聖
書
の
語
る
普
遍

的
な
価
値
を
共
有
す
る
た
め

の
手
立
て
が
必
要
な
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　

③
の
問
題
に
お
い
て
は
立

教
学
院
が
志
向
し
て
い
る

「
学
習
成
果
指
標
」
と
い
う

取
り
組
み
が
印
象
に
残
っ

た
。

　

何
処
で
も
、
学
校
の
伝
統

と
教
育
理
念
を
維
持
す
る
た

め
の
指
導
者
を
求
め
て
い
る

が
、
教
学
の
責
任
者
で
あ
る

院
長
・
学
園
長
自
身
が
後
継

者
を
祈
り
求
め
る
姿
勢
が
不

可
欠
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第

で
あ
る
。

�

松
田
和
憲

�

〈
関
東
学
院
学
院
長
〉

第２グループ

　院長・学園長

第３グループ

　学　長　等

第４グループ

　校 長 等 Ａ

第４グループ

　校 長 等 Ｂ

を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
別

の
選
択
肢
と
し
て
、
国
立
大

学
が
次
年
度
か
ら
１
法
人
複

数
大
学
制
度
が
始
ま
る
中
、

「
大
学
等
連
携
推
進
法
人
」

（
仮
）
の
可
能
性
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
各
大
学
の
法

人
組
織
は
温
存
し
た
ま
ま
、

授
業
科
目
の
共
同
開
設
に
よ

り
国
・
公
・
私
大
が
垣
根
を

越
え
て
新
法
人
設
立
に
参
加

で
き
る
内
容
で
す
。
同
盟
の

中
小
規
模
学
校
法
人
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
議
論
テ
ー
マ
の
一

つ
と
な
る
可
能
性
も
議
論
し

ま
し
た
。

�

湯
口
隆
司

�

〈
活
水
女
子
大
学
学
長
〉

　

分
科
会
は
５
項
目
の
課
題

報
告
（
１
、
中
小
規
模
学
校

の
連
携
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
、
学
校
教
職
員
研
修
会
講

師
派
遣
制
度
の
展
開　

３
、

キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
新
学
習

要
領　

４
、
災
害
支
援
連
絡

会
議
の
今
後
の
展
開　

５
、

教
育
支
援
の
今
後
の
展
開
）

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
。

以
下
は
第
４
グ
ル
ー
プ
Ａ
の

報
告
（
抄
）
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
北
海
道
か
ら
九

州
に
わ
た
る
12
校
の
校
長
等

に
よ
る
自
校
の
学
校
紹
介
と

現
況
の
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
各
校
の
共
通
課
題
は
働

き
方
改
革
の
具
体
的
取
り
組

み
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
教

員
の
持
ち
コ
マ
数
、
ク
ラ
ブ

顧
問
の
負
担
と
教
職
員
の
出

退
勤
の
把
握
（
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

・
パ
ソ
コ
ン
・
押
印
）
等
に

つ
い
て
の
討
議
が
な
さ
れ

た
。
続
い
て
教
職
員
研
修
や

教
職
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

の
必
要
性
、
そ
し
て
災
害
時

の
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
問
題
発
生
時

の
危
機
管
理
の
必
要
性
が
話

題
に
な
っ
た
。
そ
の
他
、
中

高
一
貫
教
育
と
高
大
連
携
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
様

々
な
課
題
の
共
有
化
が
な
さ

れ
た
が
、
喫
緊
の
課
題
は
キ

リ
ス
ト
者
教
職
員
の
減
少
を

ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く

の
か
。
そ
の
具
体
的
な
施
策

の
必
要
性
が
問
わ
れ
た
。
ま

た
、
キ
リ
ス
ト
者
理
事
の
確

保
も
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
教
会
と
学
校
と

の
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。
更
に
は
諸
学
校
の
「
建

学
の
精
神
」
を
分
か
ち
あ
う

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。
そ
の
為
に
学
校

間
の
教
職
員
相
互
研
修
を
実

現
す
る
た
め
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
討
議
が
お
こ
な
わ
れ

た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
が
誕
生
し
た
明
治
期
は
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
同
士
、
そ

し
て
教
会
同
士
で
協
力
し
合

い
な
が
ら
日
本
の
教
育
に
貢

献
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
密

わ
れ
た
。
分
団
後
の
全
体
協

議
に
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
お
け
る
政
治
的
中
立
や
、

「
公
共
」
の
正
義
に
対
す
る

私
学
と
し
て
の
独
自
性
と
立

ち
位
置
等
を
再
確
認
す
る
促

し
を
い
た
だ
い
た
。

　

解
散
後
は
、
横
浜
中
華
街

に
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
各

校
の
先
生
方
か
ら
の
喫
緊
の

検
討
課
題
の
共
有
な
ど
、
和

や
か
な
お
交
わ
り
を
通
し

て
、
互
い
に
励
ま
し
と
活
力

を
い
た
だ
く
ひ
と
時
と
な
っ

た
。

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

よ
り
、
今
後
公
立
小
学
校
で

「
道
徳
」
を
教
科
と
し
て
学

ん
で
き
た
生
徒
達
を
各
校
に

迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
時
、
共
に

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お
い

て
、「
平
和
を
つ
く
る
生
徒

を
育
て
る
」
共
通
の
教
育
目

標
を
掲
げ
、
蛇
の
よ
う
に
賢

く
、
鳩
の
よ
う
に
素
直
に
、

主
に
あ
る
希
望
を
も
っ
て
歩

み
を
進
め
る
べ
く
、
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い
た
だ
く
大

変
有
意
義
な
研
究
集
会
で
あ

っ
た
。

　

発
題
を
は
じ
め
、
様
々
な

ご
準
備
を
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

本
山
早
苗

〈
恵
泉
女
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
副
校
長
〉

導
要
領
」（
中
根
広
秋
先

生
）
の
説
明
が
非
常
に
わ
か

り
や
す
か
っ
た
と
い
う
の
が

一
同
の
声
で
あ
っ
た
。
高
等

学
校
新
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
道
徳
教
育
の
目
標
が

「
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま

で
の
継
続
的
展
開
」
で
あ

り
、
高
校
に
も
道
徳
教
育
推

進
を
主
に
担
当
す
る
「
道
徳

教
育
推
進
教
師
」
を
置
く
こ

と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
し

か
し
「
道
徳
」
と
い
う
教
科

は
な
い
の
で
、
新
設
科
目

「
公
共
」
に
道
徳
教
育
の
継

続
的
展
開
を
求
め
る
よ
う
な

の
で
、
内
容
に
つ
い
て
細
心

の
注
意
を
払
う
べ
き
だ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
か

で
は
、
卒
業
式
・
入
学
式
で

の
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
へ

の
対
応
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
た
。

�

福
島
基
輝

〈
遺
愛
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
〉

共
愛
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

大
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
た
全
体
会

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
必
須
課
題
で
は
な
か
ろ
う

か
。

�

山
口　

博

〈
女
子
聖
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
〉

合
い
の
中
で
は
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
教
師
が
多
い
か
ら
と
い

っ
て
建
学
の
精
神
が
継
承
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
、
精
神

を
継
承
す
る
教
師
を
育
て
て

い
く
基
盤
を
作
る
の
が
大
切

だ
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　

第
２
の
10
月
22
日
天
皇
即

位
の
儀
に
つ
い
て
の
対
応
だ

が
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
生

徒
の
安
全
を
考
慮
し
、
祝
日

で
は
な
く
休
日
と
し
て
休
ん

だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
あ
る
中
学
高
校
は
、
高

校
は
休
日
と
し
た
が
、
中
学

は
授
業
日
数
の
確
保
と
い
う

理
由
で
授
業
を
行
っ
た
。
そ

の
中
学
は
５
月
の
連
休
の
際

に
も
授
業
を
行
っ
た
そ
う

だ
。
ま
た
、
10
月
22
日
は
授

業
を
行
っ
た
が
、
そ
の
代
休

を
夏
休
み
の
最
後
に
つ
け
た

と
い
う
学
校
も
あ
っ
た
。
こ

の
機
会
に
天
皇
制
に
つ
い

て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

と
し
て
ど
う
考
え
る
か
、
勉

強
会
を
し
た
学
校
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
。

　

第
３
の 

道
徳
教
育
に
つ

い
て
だ
が
、
午
前
中
の
「
キ

リ
ス
ト
教
教
育
と
新
学
習
指

関
東
地
区

「
公
共
」と
道
徳
の
教
科
化

第
35
回
地
区
中
高
研
究
集
会
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日
時
＝
19
年
11
月
16
・
17
日

会
場
＝
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
修
学
院
き
ら
ら
山
荘

　

「
は
や
く
し
な
さ
い
」

「
静
か
に
し
な
さ
い
」「
勉

強
し
な
さ
い
」
私
は
こ
の
一

年
、
何
回
こ
の
言
葉
を
口
に

し
た
だ
ろ
う
か
。

　

若
さ
を
活
か
し
、
生
徒
と

同
じ
目
線
で
考
え
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
こ
う
と
意
気

込
ん
で
い
た
は
ず
が
、
い
つ

の
間
に
か
一

人
前
の
「
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン

教
師
」
と
な

っ
て
し
ま
っ

た
。

　

そ
ん
な
私

は
も
ち
ろ
ん

礼
拝
で
も
、

「
起
き
な
さ

い
」「
祈
り

な
さ
い
」

「
歌
い
な
さ

　

２
０
１
９
年
11
月
10
～
11

日
、
高
知
県
の
清
和
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は

各
校
の
情
報
交
換
や
近
況
報

告
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
先

生
方
が
日
々
の
働
き
の
中
で

抱
く
想
い
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。
有
意
義
な
出
会
い
・

再
会
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ま
ず
学
校
礼

拝
に
参
加
し
ま
し
た
。
ご
担

当
は
古
本
み
さ
先
生
（
平
安

女
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
）。
創
世
記
の
天
地
創
造

物
語
か
ら
、
こ
の
世
界
を
創

ら
れ
た
神
の
偉
大
さ
、
ま
た

そ
の
神
か
ら
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
恵
み
が
与
え
ら
れ
て

い
る
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
が
差
し
出
さ
れ
た
指
を
掴

む
よ
う
に
、
私
た
ち
も
神
に

し
っ
か
り
と
掴
ま
り
、
日
々

守
ら
れ
て
い
る
実
感
を
持
つ

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
次
第
に
成
長
し
手
を
解

く
よ
う
に
、
私
た
ち
も
友
人

と
の
交
わ
り
の
中
で
心
を
開

く
こ
と
。
頷
き
な
が
ら
お
話

し
を
聞
く
生
徒
た
ち
の
表
情

が
印
象
的
で
し
た
。

　

泉
川
道
子
先
生
（
愛
農
学

園
農
業
高
等
学
校
）
が
高
校

３
年
生
、
宮
岡
信
行
先
生

（
大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
）
が
中
学
１
年
生
の

授
業
を
ご
担
当
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
泉
川
先
生
は
「
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
１
２
０
％

応
援
し
て
く
だ
さ
る
イ
エ
ス

様
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
嶋
果

織
さ
ん
（
前
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
育
部

総
主
事
、
現
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
宗
教
主
任
）
著

『
女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ 

か
ら 

自
分
ら
し
さ
へ
』
を

通
し
て
、
人
権
教
育
と
関
連

付
け
て
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
自
身
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、
ど
う
清
和

で
育
ま
れ
た
か
？
」
と
生
徒

た
ち
へ
問
う
中
で
、
卒
業
を

控
え
る
彼
女
た
ち
を
後
押
し

す
る
内
容
で
し
た
。
宮
岡
先

生
の
授
業
で
は
マ
タ
イ
、
ル

カ
各
福
音
書
の
ク
リ
ス
マ
ス

物
語
を
丁
寧
に
読
み
比
べ
る

こ
と
で
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
知
り
、
新
た
な

気
付
き
を
得
て
、
喜
ぶ
姿
を

多
く
見
か
け
ま
し
た
。「
ク

リ
ス
マ
ス
は
、
キ
ラ
キ
ラ
し

た
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
で
も
実
際
は
、
不

安
、
恐
れ
、
痛
み
が
あ
り
ま

し
た
。
聖
書
は
貧
し
さ
と
弱

さ
か
ら
の
『
不
思
議
な
神
の

救
い
の
し
る
し
』
と
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
を
語
っ
て
い
ま

す
。」

　

そ
し
て
、
小
西
二
巳
夫
先

生
（
清
和
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
）
の
ご
講
演
で

は
、
現
代
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
意
義
と
実
践
を

力
強
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
流
動
的
な
時
代
に

お
い
て
、
変
わ
る
こ
と
の
な

い
存
在
が
あ
り
、
聖
書
に
は

揺
る
ぎ
な
い
力
が
あ
る
。」

「
Ａ
Ｉ
の
実
用
化
に
よ
り
、

不
要
な
人
を
多
く
生
み
出
し

第
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回
聖
書
科
研
究
会

新任教師
研 修 会

応
募
締
切
＝
１
月
15
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職 

種
＝
常
勤
講
師　

国
語
科

２
名
、
理
科
１
名

応
募
締
切
＝
１
月
17
日

問
合
せ
＝
☎092-841-1317

▽
関
東
学
院
六
浦
小
学
校

職 
種
＝
体
育
科
非
常
勤
講
師

１
名

応
募
締
切
＝
１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎045-701-8285

▽
新
島
学
園

職 

種
＝
専
任
事
務
職
員
若
干

名
応
募
締
切
＝
１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎027-382-4073

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

職 

種
＝
①
言
語
セ
ン
タ
ー
②

教
職
セ
ン
タ
ー　

嘱
託
副

手
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
①
３
月
１
日

　

②
４
月
１
日

応 

募
締
切
＝
①
１
月
14
日
②

１
月
20
日

問 

合
せ
＝
☎
①045-812-

9118

②045-812-8211

▽
愛
農
学
園
農
業
高
等
学
校

職 

種
＝
農
場
職
員
２
名
、
管

理
栄
養
士
、
経
理
事
務
職

員
各
１
名

応
募
締
切
＝
２
月
29
日

問
合
せ
＝
☎0595-52-0327

　

２
０
２
０
年
は
教
育
同
盟

１
１
０
周
年
の
年
で
す
。
同

盟
は
国
内
外
の
歴
史
・
潮
流

を
背
景
と
し
て
、
日
本
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
開
教
50
年
を
機

に
「
共
同
の
行
動
」
の
為
、

諸
教
派
の
学
校
に
よ
っ
て
結

成
。
１
９
１
０
年
の
第
1
回

総
会
は
わ
ず
か
10
校
14
名
の

出
席
で
し
た
。
今
か
ら
10
年

前
の
１
０
０
周
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
百
年
史
』
の
提
言
①

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
理
念
の

明
確
化
と
一
致
、
②
エ
キ
ュ

メ
ニ
ズ
ム
、
③
人
間
教
育
、

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

４
月
１
日
で
す
。

▽
青
山
学
院
中
等
部

職 

種
＝
①
理
科
（
物
理
・
化

学
）、
理
科
（
生
物
・
地

学
）
非
常
勤
講
師
各
１

名
、
②
数
学
科
臨
時
特
別

教
諭
１
名

応 

募
締
切
＝
①
１
月
14
日
②

１
月
24
日

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

▽
青
山
学
院
高
等
部

職 

種
＝
地
理
歴
史
科
（
地

理
）
非
常
勤
講
師
若
干
名

応
募
締
切
＝
１
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職 

種
＝
聖
書
科
非
常
勤
講
師

１
名

応
募
締
切
＝
２
月
７
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等

学
校

職 

種
＝
非
常
勤
講
師
①
英
語

科
若
干
名
②
理
科
（
生

物
）
１
名

応 

募
締
切
＝
①
１
月
14
日
②

１
月
20
日

問
合
せ
＝
☎048-471-2323

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職 

種
＝
①
数
学
科
専
任
教
諭

１
名
②
国
語
科
非
常
勤
講

師
２
～
３
名
③
理
科
非
常

勤
講
師
１
名

応 

募
締
切
＝
①
１
月
17
日
②

２
月
５
日
③
２
月
７
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1121

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職 

種
＝
理
科
非
常
勤
嘱
託
講

師
１
～
２
名

応
募
締
切
＝
１
月
17
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職 

種
＝
理
科
非
常
勤
講
師
若

干
名

を
向
い
て
共
に
も
が
き
苦
し

む
」
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。
答

え
を
探
す
の
は
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
生
徒
と
共
に
考

え
、
理
由
を
伝
え
る
こ
と
が

根
本
的
な
生
徒
指
導
に
つ
な

が
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
学
校
の
課
題
と
も
言

え
る
礼
拝
が
形
骸
化
し
て
し

ま
う
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
よ
う
な
生
徒
指
導

上
の
悩
み
は
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。

し
か
し
我
々
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
は
大
き
な
強
み
が
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
神
」
の

存
在
で
あ
り
「
聖
書
」
で
あ

る
。

　

助
言
者
の
林
先
生
が
素
晴

ら
し
い
例
え
を
さ
れ
て
い

た
。「
木
の
根
の
部
分
に
聖

書
が
あ
り
、
幹
に
建
学
の
精

神
、
枝
の
部
分
が
生
徒
指

導
、
教
科
指
導
等
に
該
当
す

る
」
と
。
生
徒
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
え
ば
良
い
の
か
、

と
疑
問
に
感
じ
た
と
き
は
生

徒
と
私
た
ち
の
間
に
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
が
い
て
く
だ
さ

る
と
い
う
こ
と
を
覚
え
、

「
自
己
実
現
で
は
な
く
隣
人

を
愛
す
る
力
を
育
む
」
と
い

う
考
え
に
帰
れ
ば
良
い
。
キ

リ
ス
ト
教
主
義
と
い
う
時
点

で
我
々
に
は
種
を
育
て
る
土

壌
が
あ
る
。
い
つ
か
生
徒
た

ち
が
咲
き
誇
れ
る
よ
う
に
熱

意
を
持
っ
て
今
後
も
指
導
し

続
け
て
い
き
た
い
と
、
助
言

者
の
先
生
を
は
じ
め
、
参
加

さ
れ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
先

生
方
か
ら
実
感
さ
せ
ら
れ
た

研
修
で
あ
っ
た
。

�

藤
田
賢
太
朗

〈
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
教
諭
〉

い
」
と
口
に
し
て
し
ま
う
。

一
方
で
果
た
し
て
「
祈
り
」

は
強
制
さ
せ
る
も
の
な
の

か
、
眠
っ
て
い
る
者
を
無
理

矢
理
起
こ
し
た
と
こ
ろ
で
、

御
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
の
だ

ろ
う
か
、
と
葛
藤
し
て
い
る

最
中
、
こ
の
研
修
に
参
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
た
ち
教
員
は
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
生
徒
に
対
し
て
指

導
を
す
る
。
周
り
の
先
生
方

も
も
ち
ろ
ん
、
私
も
そ
れ
を

当
然
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
。
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
そ
れ
が
務
め
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
助

言
者
で
あ
る
上
田
先
生
の
一

言
で
ひ
や
り
と
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

「
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
こ

と
が
自
己
目
的
化
し
て
ま
せ

ん
か
？
」

　

ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
指
導
が
統
一
で
き
る
。

そ
し
て
指
導
が
行
き
届
く
。

そ
し
て
統
率
を
と
る
こ
と
が

評
価
に
つ
な
が
る
。
故
に

「
ル
ー
ル
だ
か
ら
守
り
な
さ

い
」
と
注
意
し
て
し
ま
う
。

こ
れ
こ
そ
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
原
因
だ
ろ
う
。
我
々
は
悪

を
懲
ら
し
め
る
、
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
者
を
叱
る
の
で
は

な
く
、「
生
徒
と
同
じ
方
向

て
し
ま
う
。
格
差
を
さ
ら
に

広
げ
、
人
間
の
存
在
そ
の
も

の
を
リ
ス
ト
ラ
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
中
で
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
に
弱
さ
が
あ

り
、
神
が
そ
の
弱
さ
を
共
に

担
い
、
イ
エ
ス
が
生
き
る
力

を
与
え
て
く
れ
る
と
知
る
必

要
が
あ
る
。」
私
た
ち
は
な

ぜ
生
き
る
の
か
、
ど
う
生
き

る
の
か
を
問
わ
れ
た
２
日
間

で
し
た
。�

片
岡
正
義

〈
大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
教
諭
〉

関
西
地
区
２
研
修
会
報
告

　キリスト教学校はキリステナイ学校です。

　キリスト教学校はどのような生徒も切り捨てな

い学校です。先生が生徒を見捨てない。どのよう

な状況にある生徒をもサポートする学校です。そ

れはなによりも神様が私たち人間を決して見捨て

ないお方であるという信仰があるからです。神様

がキリスト教学校に集まる児童、生徒、学生、保

護者、教師、事務職員、スタッフすべてを祝福

し、その命を養い育んでくださっています。だか

ら今日も続いているのです。神様がもうキリスト

教学校は意味がないと思われたら、明日にでもキ

リスト教学校はなくなるでしょう。しかし、その

ようなことはありません。主イエスは「わたしは

世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」

（マタイによる福音書28章20節）と語ってくださ

っているからです。

　私はキリスト教学校に救われた人間です。すさ

んだ中学校生活を送った私は、新潟の敬和学園高

等学校に入学をゆるされました。その正門を入っ

たところに「明日」と題された詩がありました。

「はきだめに　えんど豆咲き　泥池から　蓮の花

が育つ　人皆に　美しき種子（たね）あり　明日

何が咲くか」　私はこれを見て、自分はこの世に

生きていていいのだと思いました。敬和学園の先

生方は生徒一人一人を本当に大切にしてくれまし

た。それから現在まで、私はキリスト教学校に、

お世話になりっぱなしです。今も私の中にある種

子が、明日きれいに咲くかもしれないと信じなが

ら生きています。

　全国各地にあるキリスト教学校。カトリックも

プロテスタントもそれぞれの地で、美しい花を咲

かせています。昨年11月の終わりにフランシスコ

教皇が東京ドームでミサをされました。そこに多

数のカトリック学校の生徒が賛美の奉仕をしてい

ました。とても感動的でした。彼らにとって一生

心に刻まれる出来事になったことと思います。キ

リスト教学校で学んだ人々がこの社会に沢山いま

す。それはこの国にとって大きな希望です。愛さ

れた経験のある人は愛することができるからで

す。この国を良い国にするには互いに愛し合いな

がら生きる人がどんどん増えることです。キリス

ト教学校の使命は、この国を平和で幸せにするこ

とです。愛のあふれる国にすることです。そのよ

うな使命を託された学校がキリスト教学校です。

※2020年は６回の予定で大薮先生にご担当いただ

きます。ご期待ください。（編集部）

大 藪 博 康
（名古屋学院宗教部長）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教学校って何ですか？

・
19
年
度
申
込
締
切
は
１
月
31
日

で
す
。

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

公
　
募

④
担
い
手
の
育
成
、
⑤
実
効

性
あ
る
活
動
へ
の
組
織
改
革

は
、
過
去
の
歴
史
に
学
ぶ
同

盟
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
困
難
な

政
治
・
社
会
状
況
と
温
暖
化

・
災
害
発
生
、
私
学
経
営
困

難
な
中
で
、
同
盟
は
一
般
社

団
法
人
へ
の
移
行
、
研
修
の

再
編
、「
新
し
い
連
携
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、

実
効
性
あ
る
共
生
と
連
帯
を

課
題
と
し
て
い
ま
す
。
特
別

な
周
年
行
事
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
日
々
奮
闘
す
る
加
盟
校

と
共
に
事
務
局
も
与
え
ら
れ

た
使
命
を
覚
え
て
働
い
て
ま

い
り
ま
す
。


